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NEWS
2008.8~2009.1

出
版
会
活
動

◆
『
櫃
田
伸
也
：
通
り
過
ぎ
た
風
景
』
を
十

一
月
十
一
日
に
出
版

　

一
九
六
〇
年
代
か
ら
独
創
的
な
風
景
画
を
描

き
続
け
、
フ
ラ
ッ
ト
で
あ
り
な
が
ら
不
思
議
な

奥
行
き
を
感
じ
さ
せ
る
新
た
な
風
景
画
の
境
地

を
切
り
開
い
た
画
家
・
櫃
田
伸
也
。
そ
の
初
め

て
の
本
格
的
な
作
品
集
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ
た
。

　

本
書
は
、
櫃
田
の
代
表
作
約
一
〇
〇
点
を
収

録
す
る
ほ
か
、
日
々
の
制
作
で
触
発
さ
れ
た
イ

メ
ー
ジ
を
多
数
織
り
込
み
、
画
家
の
驚
く
べ
き

緻
密
で
自
由
な
発
想
の
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
る
。

◆
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
大
学
院
映
像
研
究
科
第
二
期
生
修

了
作
品
集
二
〇
〇
八
」
を
十
二
月
十
日
よ

り
販
売

　

二
〇
〇
八
年
三
月
に
修
了
し
た
映
画
専
攻
第

二
期
生
。
一
年
次
か
ら
短
篇
、
長
篇
と
制
作
実

習
を
重
ね
て
き
た
監
督
領
域
を
中
心
と
す
る
各

領
域
の
学
生
た
ち
が
、
そ
の
集
大
成
と
し
て
取

り
組
ん
だ
修
了
制
作
全
六
作
品
を
今
年
も
Ｄ
Ｖ

Ｄ
と
し
て
発
売
。

　

収
録
さ
れ
る
作
品
は
、
第
五
十
六
回
サ
ン
セ

バ
ス
チ
ャ
ン
国
際
映
画
祭
の
新
人
監
督
コ
ン
ペ

テ
ィ
シ
ョ
ン
と
第
九
回
東
京
フ
ィ
ル
メ
ッ
ク
ス

の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
正
式
出
品
さ
れ
た

『P
A

S
S

IO
N

』（
濱
口
竜
介
監
督
）
を
は
じ
め
、

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
監
督
た
ち
の
作
品

群
で
あ
る
。

　

東
京
藝
術
大
学
出
版
会
の
出
版
物
等
は
、
藝

大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
お
よ
び
ア
マ
ゾ
ン
（
ネ
ッ
ト

販
売
）
に
て
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
（
〇
五
〇
‐
五
五
二

五
‐
二
一
〇
二
）
ま
で
。

交　

流

◆
大
学
間
国
際
交
流
協
定
締
結

　

十
月
二
十
四
日
、
ミ
ラ
ノ
工
科
大
学
（
イ
タ

リ
ア
）
と
本
学
は
、
美
術
、
デ
ザ
イ
ン
及
び
建

築
に
関
す
る
教
育
、
研
究
及
び
交
流
の
分
野
で

協
力
す
る
こ
と
に
同
意
し
、
芸
術
国
際
交
流
協

定
を
締
結
し
た
。
こ
の
調
印
に
よ
り
、
本
学
に

お
け
る
交
流
協
定
締
結
校
は
十
六
ヵ
国
（
地

域
）、
三
十
九
大
学
等
と
な
っ
た
。

◆
東
京
藝
術
大
学
と
台
東
区
が

　

連
携
協
定
を
締
結

　

十
月
二
十
四
日
、
本
学
と
台
東
区
は
、
地
域

社
会
の
芸
術
、
文
化
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
、

産
業
等
の
振
興
の
た
め
の
連
携
協
定
を
結
び
、

区
内
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
調
印
式
で
宮
田
亮
平

学
長
と
吉
住
弘
区
長
が
協
定
書
に
署
名
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
本
学
と
台
東
区
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
を
通
じ
、
数
多
く
の
交
流
・
連
携
事
業

を
行
っ
て
き
た
。

　

今
回
の
協
定
は
、
こ
れ
ま
で
の
連
携
関
係
を

総
括
し
、
今
後
の
各
種
事
業
の
充
実
・
発
展
と

円
滑
な
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
締
結
さ
れ

た
も
の
。

◆
東
京
藝
術
大
学
と
荒
川
区
が
芸
術
・
文
化
振

興
の
た
め
の
連
携
に
係
る
合
意
書
を
締
結

　

十
二
月
十
八
日
、
本
学
と
荒
川
区
は
、
地
域

に
お
け
る
芸
術
・
文
化
振
興
と
大
学
に
お
け
る

芸
術
教
育
活
動
の
発
展
を
図
る
た
め
、
相
互
の

人
材
、
物
的
資
源
を
最
大
限
に
活
か
し
、
芸

術
・
文
化
振
興
に
係
る
諸
事
業
を
、
連
携
、
協

力
し
て
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
合
意
書

を
締
結
し
た
。受

章
・
受
賞

◆
藤
原
信
幸
講
師
が
藤
田
喬
平
賞
・
観
客
賞
を

受
賞

受
賞
者
氏
名
：
藤
原
信
幸
（
工
芸
科
講
師
）

○
賞
名
：
藤
田
喬
平
賞
・
観
客
賞

受
賞
作
品
名
：『
植
物
の
か
た
ち
（
技
法
：
宙

吹
き
／
フ
ュ
ー
ジ
ン
グ
／
木
彫
（
木
））』

日
時
：
平
成
二
十
年
八
月
二
十
七
日

◆
堀
越
謙
三
教
授
が
フ
ラ
ン
ス
芸
術
文
化
勲
章

「
シ
ュ
バ
リ
エ
」
を
受
章

受
賞
者
氏
名
：
堀
越
謙
三
（
映
画
専
攻
教
授
）

○
賞
名
：
フ
ラ
ン
ス
芸
術
文
化
勲
章
「
シ
ュ
バ

リ
エ
」
叙
勲

　

日
時
：
平
成
二
十
年
九
月
五
日 

◆
北
野
武
教
授
が
「
第
四
十
九
回
テ
ッ
サ
ロ
ニ

キ
国
際
映
画
祭
」（
ギ
リ
シ
ャ
）
ゴ
ー
ル
デ

ン
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
名
誉
賞
を
受
賞

受
賞
者
氏
名
：
北
野
武
（
映
画
専
攻
特
別
教
授
）

○
賞
名
：「
第
四
十
九
回
テ
ッ
サ
ロ
ニ
キ
国
際

映
画
祭
」（
ギ
リ
シ
ャ
）
ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ア

レ
ク
サ
ン
ダ
ー
名
誉
賞 

　

日
時
：
平
成
二
十
年
十
一
月
十
八
日 

◆
佐
藤
雅
彦
教
授
と
桐
山
孝
司
准
教
授
が

「
第
十
二
回
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
」
エ

ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
部
門
優
秀
賞
を
受
賞

受
賞
者
氏
名
：
佐
藤
雅
彦
（
メ
デ
ィ
ア
映
像
専
攻

教
授
）
＋
桐
山
孝
司
（
メ
デ
ィ
ア
映
像
専
攻
准
教
授
）

○
賞
名
：「
第
十
二
回
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術

祭　

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
部
門
優
秀
賞
」

　

受
賞
作
品
名
：『
君
の
身
体
を
変
換
し
て
み

よ
展
』

◆
伊
藤
有
壱
教
授
が
「
第
五
回
中
国
国
際
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
＆
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
ベ
ス
ト
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
部
門
最
優
秀
賞
を
受
賞

受
賞
者
氏
名
：
伊
藤
有
壱
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専

攻
教
授
）

○
賞
名
：「
第
五
回
中
国
国
際
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
＆
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
ベ
ス
ト
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ

ム
部
門
最
優
秀
賞

　

受
賞
作
品
名
：『
ニ
ャ
ッ
キ
！
「
サ
ク
ラ
ン

ボ
！
」』

　

日
時
：
平
成
二
十
年
九
月
二
十
九
日

◆
山
村
浩
二
教
授
が
次
の
四
賞
を
受
賞

受
賞
者
氏
名
：
山
村
浩
二
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専

攻
教
授
）

○
賞
名
：「
第
十
二
回
広
島
国
際
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
グ
ラ
ン
プ
リ

　

受
賞
作
品
名
：『
カ
フ
カ　

田
舎
医
者
』

　

日
時
：
平
成
二
十
年
八
月
十
一
日

○
賞
名
：「
第
五
回
中
国
国
際
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
＆
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
審
査
員
特
別
賞

　

受
賞
作
品
名
：『
校
長
先
生
と
ク
ジ
ラ
』

　

日
時
：
平
成
二
十
年
九
月
三
十
日

○
賞
名
：「
第
九
回
ブ
ラ
チ
ス
ラ
ヴ
ァ
・
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
・
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
ア
ル

ビ
ー
ン
・
ブ
ル
ノ
フ
ス
キ
ー
名
誉
メ
ダ
ル

　

日
時
：
平
成
二
十
年
十
月
十
八
日 

○
賞
名
：「
第
十
二
回
文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術

祭　

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
部
門
優
秀
賞
」

　

受
賞
作
品
名
：『
こ
ど
も
の
形
而
上
学
』 

運　

営

◆
日
本
音
楽
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

　

八
月
二
十
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
、
日
本
音

楽
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
日
中
韓
の
芸
術
系
大
学
十
一
校
が

国
を
越
え
て
協
力
し
、
芸
術
の
発
展
へ
の
貢
献

と
、
芸
術
を
通
じ
た
豊
か
な
国
際
社
会
の
構
築

を
謳
っ
た
二
〇
〇
七
年
十
月
の
『
藝
術
宣
言
』

を
推
進
す
る
「
ア
ジ
ア
藝
術
宣
言
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
ひ
と
つ
。
中
国
お
よ
び
韓
国
の
姉
妹
校

と
連
携
を
強
化
し
、
さ
ら
な
る
芸
術
教
育
の
革

新
と
新
し
い
ア
ジ
ア
芸
術
文
化
の
創
造
を
企
図

し
て
、
中
央
音
楽
学
院
、
上
海
音
楽
学
院
（
以

上
、
中
国
）、
ソ
ウ
ル
大
学
校
音
楽
大
学
、
韓

国
芸
術
綜
合
学
校
伝
統
芸
術
院
（
以
上
、
韓

国
）
か
ら
学
生
を
各
校
二
名
ず
つ
招
き
、
日
本

音
楽
（
箏
曲
生
田
流
）
の
短
期
研
修
を
行
っ
た
。

　

最
終
日
に
開
催
さ
れ
た
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で

研
修
生
ら
は
、「
さ
く
ら
変
奏
曲
」
と
「
六
段

の
調
」
の
一
部
を
演
奏
し
、
さ
ら
に
は
、
自
国

の
民
謡
「
茉
莉
花
」（
中
国
）
と
「
ア
リ
ラ
ン
」

（
韓
国
）
を
箏
曲
に
ア
レ
ン
ジ
し
て
披
露
し
、

研
修
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
藝
大
生
た
ち
に
新

鮮
な
印
象
を
与
え
た
。

◆
藝
大
リ
サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
Ⅱ

　

本
学
音
楽
学
部
で
は
八
十
名
ほ
ど
の
常
勤
教

員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
学
生
た
ち
の
指
導

に
当
た
っ
て
い
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
教

員
で
あ
る
と
同
時
に
優
れ
た
演
奏
家
で
あ
る
。

二
〇
〇
七
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
藝
大
リ

サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
そ
う
し
た
教
員
た

ち
が
、
演
奏
家
と
し
て
の
技
量
を
発
揮
で
き
る

場
を
設
け
、
そ
の
財
産
を
社
会
に
還
元
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
企
画
さ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
。

　

今
年
は
九
月
九
日
か
ら
十
六
日
ま
で
、
ピ
ア

ノ
の
迫
昭
嘉
教
授
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
玉
井
菜

採
准
教
授
、
山
田
流
箏
曲
の
萩
岡
松
韻
教
授
、

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の
山
本
正
治
准
教
授
と
い
う
ジ

ャ
ン
ル
の
異
な
る
四
人
の
教
員
が
、
意
欲
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
自
ら
組
み
、
好
評
を
博
し
た
。

◆
藝
大
ア
ー
ツ　

イ
ン　

東
京
丸
の
内

　

本
学
が
文
化
・
芸
術
活
動
の
情
報
発
信
を
行

っ
て
世
に
と
き
め
き
を
も
た
ら
し
、
街
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
三
菱
地
所

（
株
）
と
の
共
催
で
丸
の
内
丸
ビ
ル
を
会
場
に
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第18号刊行にあたって

　音楽学部の社会連携にはちょっと
驚かされた。年末恒例のチャリテ
ィ・コンサート藝大メサイア（朝日
新聞社主催）が今年で 59年目、伊
澤修二先生記念音楽祭（伊那市高遠
町）が 23年目、地元の合唱団と連
携した台東第九公演（台東区）が
29年目と、ともに大変長寿なこと
だ。
　長く続くものには共通の秘訣が必
要だ。質が高いレベルで保たれてい
ること。ニーズが常に存在すること。
そして何より強い義務感、誇りや愛
情といったモチベーションの高さが
不可欠だ。短期的には、面白い、珍
しいといったアイデア勝負に終始し
ても何とかなるが、長くは保たない。
音楽という芸術文化が一度開花した
時の根の深さは、相当なもの、長期
戦になることを改めて知った。
　考えようによっては、これからの
高齢化社会は豊かな時間を楽しむ社
会であり、クラシックや邦楽のユー
ザーの増加が予想される。音楽文化
への社会の期待度はさらに大きくな
る、そんな時代を迎えようとしてい
る。

藝大通信編集長
長濱雅彦

展覧会・演奏会の最新情報は、東京藝術大学公式
Webサイト（http://www.geidai.ac.jp）をご覧ください。

展覧会についてのお問い合わせ
東京藝術大学大学美術館　Tel. 050-5525-2200
NTTハローダイヤル　Tel. 050-5777-8600

演奏会についてのお問い合わせ
東京藝術大学大学音楽学部演奏企画室
　Tel. 050-5525-2300

演奏会チケットの取り扱い
藝大アートプラザ　Tel. 050-5525-2102
ヴォートル・チケットセンター
　Tel. 03-5355-1280
チケットぴあ　Tel. 0570-02-0990
東京文化会館チケットサービス
　Tel. 03-5815-5452

藝大アートプラザのご案内
（株）藝大BiOn（ビオン）
　Tel. 050-5525-2102
　Fax 050-5525-2486

開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
。

　

二
年
目
と
な
る
今
年
は
、
十
月
六
日
か
ら
十

三
日
ま
で
、
宮
田
学
長
と
女
優
岸
恵
子
さ
ん
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
邦
楽
、
マ
リ
ン
バ
、
ス
ク
エ

ア
・
ピ
ア
ノ
な
ど
の
演
奏
会
や
藝
大
神
輿
の
展

示
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、
丸
ビ

ル
を
訪
れ
た
人
々
を
ア
ー
ト
の
世
界
に
誘
っ
た
。

　

本
学
と
三
菱
地
所
は
、
同
イ
ベ
ン
ト
に
限
ら

ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
丸
の
内
の
文
化
力
を
高

め
る
た
め
に
連
携
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
合
意

し
て
お
り
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

宮
田
学
長
と
三
菱
地
所
木
村
社
長
に
よ
る
連
携

協
力
に
関
す
る
覚
書
の
調
印
式
や
、
藝
大
生
へ

の
支
援
と
し
て
新
た
に
始
ま
っ
た
「
三
菱
地
所

賞
」
受
賞
者
記
念
リ
サ
イ
タ
ル
な
ど
も
行
わ
れ

た
。

◆
田
中
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
開
催

　

十
月
十
七
日
か
ら
十
一
月
三
日
、
一
月
八
日

か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
間
、
正
木
記
念
館
一
階

で
田
中
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
が
開
催
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、
一
九
五
〇
年
、
平
櫛
田で

ん

中ち
ゅ
う

教
授
（
当

時
）
に
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
自
作
二
十
七
点
を
含

む
彫
刻
作
品
一
三
三
点
に
由
来
し
、
そ
の
後
、

数
次
に
わ
た
る
追
加
寄
贈
を
加
え
た
計
一
四
八

点
に
の
ぼ
る
近
代
彫
刻
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

　

一
九
六
六
年
か
ら
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
展
示

さ
れ
て
き
た
が
、
芸
術
資
料
館
か
ら
大
学
美
術

館
へ
の
改
組
・
施
設
新
築
（
一
九
九
八
年
）
に

伴
う
閉
鎖
を
経
て
、
二
〇
〇
七
年
十
月
、
正
木

記
念
館
一
階
を
使
用
し
再
開
さ
れ
た
。
開
室
は

不
定
期
な
が
ら
一
般
に
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。

今
年
度
は
米
林
雄
一
、
山
本
正
道
両
教
授
の
退

任
記
念
展
に
合
わ
せ
て
開
室
さ
れ
た
。

◆
輝
く
書
物―

中
世
写
本
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
選―

附
属
図
書
館
所
蔵
貴
重
資
料
展

　

十
月
二
十
七
日
か
ら
、
本
学
附
属
図
書
館
二

階
目
録
室
を
会
場
に
、
同
館
が
所
蔵
す
る
七
十

点
余
の
西
洋
中
世
写
本
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
を
展
示
公
開
し
、
印
刷
術

が
発
明
さ
れ
る
以
前
の
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

い
て
、
芸
術
作
品
と
し
て
制
作
さ
れ
て
い
た
写

本
と
い
う
媒
体
の
魅
力
と
、
そ
の
興
味
深
い
発

展
の
様
相
を
紹
介
展
示
し
た
。

　

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
と
は
原
本
に
で
き
る
だ
け
似

せ
て
作
っ
た
写
真
複
製
本
の
こ
と
で
、
現
在
で

は
印
刷
技
術
の
発
達
に
よ
っ
て
原
本
と
変
わ
ら

な
い
ほ
ど
真
に
迫
る
極
め
て
精
巧
な
も
の
が
刊

行
さ
れ
て
お
り
、
研
究
、
鑑
賞
両
面
に
お
い
て

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
附
属
図
書
館

で
は
、
こ
の
中
世
写
本
の
豪
華
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ

版
を
長
年
に
わ
た
っ
て
積
極
的
に
収
集
し
、
国

内
有
数
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
有
す
る
に
至
っ
て

い
る
。

◆
感
動
を
心
に
響
か
せ
る
「
学
長
と
語
ろ
う

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

十
一
月
十
五
日
、
第
四
回
「
学
長
と
語
ろ
う

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
ゲ
ス
ト
に
東
洋

大
学
総
長
で
元
財
務
大
臣
の
塩
川
正
十
郎
氏
を

招
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

第
一
部
で
塩
川
氏
と
宮
田
学
長
は
、
ま
ず
、

「
感
動
が
大
事
で
あ
る
」
と
い
う
意
見
を
互
い

に
披
露
し
合
い
、「
政
治
や
教
育
に
は
〈
感
動
〉

が
不
可
欠
」
と
、
人
の
心
を
揺
さ
ぶ
る
〈
感

動
〉
の
力
の
重
要
性
を
確
認
し
合
っ
た
。

　

さ
ら
に
塩
川
氏
は
「
人
間
の
豊
か
さ
や
生
き

甲
斐
は
文
化
の
薫
り
高
い
世
の
中
で
こ
そ
感
じ

ら
れ
る
も
の
。
藝
大
に
は
、
社
会
に
創
造
的
な

豊
か
さ
を
も
た
ら
し
、
時
代
を
切
り
拓
い
て
い

く
大
学
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
期
待
を
述
べ
た
。

　

第
二
部
で
は
、
本
学
で
学
ぶ
留
学
生
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
た
。
香
港
か
ら
の
留
学

生
が
作
曲
し
た
日
本
の
箏
と
笛
の
曲
の
演
奏
や
、

オ
ー
ボ
エ
、
尺
八
の
演
奏
に
加
え
、
そ
の
多
く

が
す
で
に
母
国
で
一
流
の
奏
者
で
あ
る
留
学
生

た
ち
に
よ
っ
て
奏
で
ら
れ
る
民
族
楽
器
の
音
色

に
聴
衆
は
大
い
に
沸
き
、
満
場
の
喝
采
が
な
に

よ
り
も
雄
弁
に
彼
ら
へ
の
エ
ー
ル
と
な
っ
て
響

い
て
い
た
。

◆
第
三
回 

藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
大
賞
入
賞
作

品
展

　

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月
二
十
四
日
ま

で
、
第
三
回
「
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
大
賞
作
品

展
」（
作
品
テ
ー
マ
は
「
絆
」）
が
藝
大
ア
ー
ト

プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
学
生
の
制

作
活
動
の
成
果
を
広
く
社
会
に
発
信
す
る
た
め

平
成
十
八
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
学
内
ア
ー

ト
コ
ン
ペ
で
、
厳
正
な
審
査
を
経
た
入
選
作
品

を
展
示
、
販
売
す
る
も
の
。
三
回
目
を
迎
え
た

今
回
は
、
総
勢
三
十
七
名
（
七
十
点
）
の
応
募

が
あ
り
、
そ
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
た
三
十
五
名

（
六
十
一
点
）
の
作
品
が
会
場
を
飾
っ
た
。 

　

第
三
回
藝
大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
大
賞
を
受
賞
し

た
の
は
、
美
術
学
部
彫
刻
科
に
在
籍
す
る
中
村

弘
峰
さ
ん
の
作
品
「
結
ば
れ
た
天
体
」。
中
村

さ
ん
は
第
一
回
に
続
き
二
度
目
の
大
賞
を
受
賞
。

◆
藝
大
フ
レ
ン
ズ
加
入
者
状
況

加
入
者
数
（
平
成
二
十
一
年
一
月
三
十
一
日
現
在
）

賛
助
フ
レ
ン
ズ　

個
人
一
五
ニ
名　

法
人
五
団

体特
別
賛
助
フ
レ
ン
ズ　

個
人
二
〇
名　

法
人
〇

団
体

◆
今
年
度
下
半
期
に
開
催
さ
れ
た
主
な
展
覧
会
、

演
奏
会
記
録

大
学
美
術
館

狩
野
芳
崖　

悲
母
観
音
へ
の
軌
跡―

東
京
藝

術
大
学
所
蔵
品
を
中
心
に

　

会
期　

八
月
二
十
六
日
～
九
月
二
十
三
日

　

入
場
者
数　

二
万
一
六
三
名

台
東
区
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展　

日
本
絵
画
の
源
流
、

敦
煌
莫
高
窟
壁
画
模
写

　

会
期　

八
月
二
十
六
日
～
九
月
二
十
三
日

　

入
場
者
数　

一
万
四
二
二
六
名

線
の
巨
匠
た
ち―

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
歴
史
博

物
館
所
蔵　

素
描
・
版
画
展

　

会
期　

十
月
十
一
日
～
十
一
月
二
十
四
日

　

入
場
者
数　

二
万
三
五
三
六
名

奏
楽
堂

藝
大
21　

和
楽
の
美　

邦
楽
で
綴
る
『
平
家
の

物
語
』
前
編

　

開
催
日　

九
月
十
一
日

　

入
場
者
数　

五
五
九
名

藝
大
オ
ペ
ラ
定
期
第
五
十
四
回　

Ｇ･

ヴ
ェ
ル

デ
ィ
「
フ
ァ
ル
ス
タ
ッ
フ
」
全
三
幕

　

開
催
日　

十
月
四
日
、
五
日

　

入
場
者
数　

八
四
一
名
、
八
五
三
名

第
四
十
回　

藝
大
学
生
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
定
期

　

開
催
日　

十
一
月
二
十
八
日

　

入
場
者
数　

九
二
四
名


